
 

 

特定非営利活動法人日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会 

 

 

 

 

平成２５年度 通常総会 

 

議 案 書 

 

 

日 時： 平成２５年６月１０日（月） 

   午後３時００分～午後３時４５分 

 

場 所： カルビー株式会社 プレゼンテーションルーム 

   〒100-0005東京都千代田区丸の内 1-8-3 

   丸の内トラストタワー本館 22階 

   電話 03-5220-6223 
 

      【交通】 ＪＲ「東京駅」日本橋口より徒歩１分 

    地下鉄「大手町駅」Ｂ７出口より徒歩２分 

    地下鉄「日本橋駅」Ａ３出口より徒歩４分 
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平成２５年度 通常総会 議案 

 

１．議決事項 

 

  第１号議案 平成２４年度事業報告承認の件 

 

  第２号議案 平成２４年度活動計算書等承認の件 

 

  第３号議案 役員選任の件 

 

２．報告事項 

 

  平成２５年度第１回理事会において議決された事項 

 （１）平成２５年度事業計画書 

 （２）平成２５年度活動予算書 

 

以 上 
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第１号議案

特定非営利活動法人　　　　　　　　　　　　　　

日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会

１　事業の成果

　設立４年目は、主として次の施策により、一般市民や、これからの日本の社会を担うこと

となる医学生や医療関係者に幅広く外科医療の現状を訴えることによって、外科医の減少に

歯止めを掛け、反転増加に向かうよう努めるための活動を強化した。

(1) ホームページ及び書籍・パンフレット等に加え、ニュースレターの年４回発行を開始、

　複数のツールによる不特定多数の一般市民への情報発信力を強化した。

(2) 広く外科医療従事者の処遇や労働環境の改善につながる活動全般に従事した。

(3) 一般市民や医療従事者を対象とするセミナー・講演会活動に加え、主として医学生や

　若手医師を対象としたセミナーを主催し、今後、毎年継続開催するための基礎を築いた。

２　事業の実施に関する事項

特定非営利活動に係る事業

事業名 事　業　内　容
実　施
日　時

実　施
場　所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人　　　数

支出額
(千円)

ホームぺージによる情
報発信

ホームページ
を随時更新、
情報配信継続

当 法 人
事 務 所
(東京都)

2人
一 般 市 民
不 特 定 多 数

1,265

ニュースレター(４回)
発行による情報発信

24年春号No.4
24年夏号No.5
24年秋号No.6
25年冬号No.7

当 法 人
事 務 所
(東京都)

7人
外 科 医 及 び
医 療 関 係 者
不 特 定 多 数

2,886

パンフレット、チラシ
による情報発信

通年実施
日　　本
全国各地

当法人会
員及び不
特定多数

一 般 市 民
不 特 定 多 数

626

書籍「きみが外科医に
なる日」の頒布による
情報発信

通年実施
当 法 人
事 務 所
(東京都)

2人
一 般 市 民
不 特 定 多 数

114

メディアの取材関連・
記事案内による情報発
信

通年実施
東京都ほ
か全国の
主要地域

5人
外 科 医 及 び
医 療 関 係 者
不 特 定 多 数

568

外科医療従事者の処遇
及び労働環境改善につ
ながる活動全般

通年実施
当法人事務
所／厚労省
他(東京都)

10人
外 科 医 及 び
医 療 関 係 者
不 特 定 多 数

1,475

第２回「きみが外科医
になる日」セミナーを
実施

24年11月24日
リーガロイ
ヤルホテル
(大阪市)

 約35人
若手外科医や
研修医、医学
生等約 200人

9,541

主要学会・評議委員会
等での外科医を取り巻
く環境とその改善に関
する講演等

24年10月15日
24年11月30日
25年 2月16日

京王プラザ
ホテルほか
(東京都)

 約35人

臨床外科医、
研修医、医学
生及び一般市
民 約 300人

600

第３回「きみが外科医
になる日」セミナーを
実施

25年 2月16日
京王プラザ

ホテル
(東京都)

 約35人
若手外科医や
研修医、医学
生等約 250人

8,521

キッズセミナー（外科
医の仕事体験イベン
ト）開催準備

通年実施
当 法 人
事 務 所
(東京都)

1人
一 般 の 小
・ 中 学 生
不 特 定 多 数

1

平　成　２４　年　度　　　事　業　報　告　書

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

外科医療に
関する情報
の発信事業

外科医療に
関するセミ
ナー・講演

会事業



第２号議案

特定非営利活動法人
日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会

（単位：円）

Ⅰ　経常収益

１　受取会費

　　正会員受取入会金・会費 585,000

　　賛助会員受取入会金・会費 20,600,000 21,185,000

２　受取寄付金

　　受取寄付金 2,000,000 2,000,000

３　受取助成金等

　　受取助成金 0 0

４　事業収益

　　(1)外科医療に関する情報の発信事業収益 0

　　(2)外科医療に関するセミナー・講演会事業収益 0 0

５　その他収益

　　受取利息 2,468 2,468

経常収益計 23,187,468

Ⅱ　経常費用

１　事業費

　　(1)人件費

　　　給料手当 2,767,300

　　　法定福利費 328,606

　　　人件費計 3,095,906

　　(2)その他経費

　　　業務委託費 3,249,055

　　　諸謝金 4,040,414

　　　印刷製本代 1,922,573

　　　会議費 9,682,975

　　　旅費交通費 895,723

　　　通信運搬費 359,062

　　　消耗品費 288,642

　　　水道光熱費 47,458

　　　地代家賃 777,130

　　　賃借料 172,560

　　　減価償却費 276,276

　　　諸会費 30,000

　　　租税公課 496

　　　支払手数料 39,365

　　　開業費償却 715,540

　　　雑費 3,740

　　　その他経費計 22,501,009

　事業費計 25,596,915

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

科 目 金 額

平成２４年度　　活動計算書
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２　管理費

　　(1)人件費

　　　給料手当 1,141,200

　　　法定福利費 232,401

　　　福利厚生費 75,600

　　　人件費計 1,449,201

　　(2)その他経費

　　　業務委託費 763,525

　　　諸謝金 429,401

　　　印刷製本代 111,110

　　　会議費 134,700

　　　旅費交通費 178,578

　　　通信運搬費 160,634

　　　消耗品費 134,722

　　　水道光熱費 42,364

　　　地代家賃 647,607

　　　賃借料 74,400

　　　減価償却費 189,000

　　　支払手数料 50,725

　　　雑費 48,900

　　　その他経費計 2,965,666

　管理費計 4,414,867

経常費用計 30,011,782

当期経常増減額 △6,824,314

Ⅲ　経常外収益

経常外収益 0

Ⅳ　経常外費用

経常外費用計 0

　　税引前当期正味財産増減額 △6,824,314

法人税、住民税及び事業税 70,000

前期繰越正味財産額 14,051,725

次期繰越正味財産額 7,157,411

※　当法人は、その他の事業を実施しておりません。

- 4 -
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特定非営利活動法人　　　　　　　　　　　　　　

日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

　　　現金預金 5,051,799

　　　立替金 25,200

仮払金 400,000

　流　動　資　産　合　計 5,476,999

２　固定資産

　　　無形固定資産

　　　　ソフトウェア 1,154,842

　固　定　資　産　合　計 1,154,842

３　繰延資産

開業費 715,540

　繰　延　資　産　合　計 715,540

資　　産　　合　　計 7,347,381

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

　　　未払費用 90,995

　　　未払法人税等 70,000

　　　預り金 28,975

　流　動　負　債　合　計 189,970

２　固定負債

0

　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 189,970

Ⅲ　正味財産の部

 正味財産 7,157,411

(うち当期正味財産増減額) (△6,824,314)

 正味財産合計 7,157,411

負債及び正味財産合計 7,347,381

平成２４年度　　貸借対照表

平成２５年３月３１日現在

科 目 金 額



特定非営利活動法人　　　　　　　　　　　　　　
日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会

１．重要な会計方針
　　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法人
　会計基準協議会）によっています。
　
　(1) 減価償却の方法 ソフトウェア及び開業費は定額法によっています。

　(2) 消費税等の会計処理 消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

２．事業別損益の状況 （単位：円）

外科医療に
関する情報
発信事業

外科医療に関
するセミナー
・講演会事業

事業部門計 管理部門 合　　計

Ⅰ　経常収益

　１　受取会費 0 21,185,000 21,185,000

　２　受取寄付金 0 2,000,000 2,000,000

　３　受取助成金等 0 0

　４　事業収益 0 0

　５　その他収益 0 2,468 2,468

　経常収益計 0 0 0 23,187,468 23,187,468

Ⅱ　経常費用

　(1)人件費

　　給料手当 735,518 2,031,782 2,767,300 1,141,200 3,908,500

　　法定福利費 90,768 237,838 328,606 232,401 561,007

　　福利厚生費 0 0 0 75,600 75,600

　　人件費計 826,286 2,269,620 3,095,906 1,449,201 4,545,107

　(2)その他経費 0 0

　　業務委託費 2,703,826 545,229 3,249,055 763,525 4,012,580

　　諸謝金 480,496 3,559,918 4,040,414 429,401 4,469,815

　　印刷製本代 1,494,718 427,855 1,922,573 111,110 2,033,683

　　会議費 260,500 9,422,475 9,682,975 134,700 9,817,675

　　旅費交通費 141,429 754,294 895,723 178,578 1,074,301

　　通信運搬費 146,760 212,302 359,062 160,634 519,696

　　消耗品費 81,434 207,208 288,642 134,722 423,364

　　水道光熱費 13,110 34,348 47,458 42,364 89,822

　　地代家賃 214,659 562,471 777,130 647,607 1,424,737

　　賃借料 47,665 124,895 172,560 74,400 246,960

　　減価償却費 276,276 0 276,276 189,000 465,276

　　諸会費 30,000 0 30,000 0 30,000

　　租税公課 137 359 496 0 496

　　支払手数料 17,888 21,477 39,365 50,725 90,090

　　開業費償却 197,646 517,894 715,540 0 715,540

　　雑費 740 3,000 3,740 48,900 52,640

　　その他経費計 6,107,284 16,393,725 22,501,009 2,965,666 25,466,675

　経常費用計 6,933,570 18,663,345 25,596,915 4,414,867 30,011,782

　当期経常増減額 △6,933,570 △18,663,345 △25,596,915 18,772,601 △6,824,314

平成２４年度　　計算書類の注記

科　　目
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３．固定資産の増減内訳

科　　目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

無形固定資産

　ソフトウェア 2,326,380 2,326,380 1,171,538 1,154,842

繰延資産

　開業費 3,577,699 3,577,699 2,862,159 715,540

合　計 5,904,079 0 0 5,904,079 4,033,697 1,870,382

４．その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかに

　するために必要な事項

　・事業費と管理費の按分方法

　　　各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、法定福利費、業務委託費、会

　　議費、諸謝金、印刷製本費、会議費、旅費交通費、通信運搬費、消耗品費、水道光熱費、地代家賃、

　　賃借料、租税公課、支払手数料、雑費は、事業の重要性及び事業の規模並びに従事割合に基づき按分

　　しています。

- 7 -
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特定非営利活動法人　　　　　　　　　　　　　　

日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

　　現金預金

　　　現金 20,959

　　　普通預金　三菱東京ＵＦＪ銀行渋谷支店 1,111,898

　　　普通預金　三菱東京ＵＦＪ銀行渋谷支店 3,111,242

　　　当座預金　ゆうちょ銀行 807,700

　　立替金　住民税立替金 25,200

　　仮払金　オフィス更新料 400,000

　流　動　資　産　合　計 5,476,999

２　固定資産

　　　無形固定資産

　　　　ソフトウェア　情報発信事業用ソフト 1,154,842

　固　定　資　産　合　計 1,154,842

３　繰延資産

　　　開業費 715,540

　繰　延　資　産　合　計 715,540

資　　産　　合　　計 7,347,381

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

　　　未払費用　社会保険料３月支払い分 90,995

　　　未払法人税等　都民税（均等割） 70,000

　　　預り金　職員給与に対する源泉所得税 28,975

　流　動　負　債　合　計 189,970

２　固定負債

0

　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 189,970

差　引　正　味　財　産 7,157,411

平成２４年度　　財産目録

平成２５年３月３１日現在

科 目 金 額
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特定非営利活動法人日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会 

 

理事長  松 本   晃 様 

 

監 査 報 告 書 

 

平成２５年５月１６日 

 

特定非営利活動法人日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会の平

成２４年度の、事業報告書、活動計算書、貸借対照表（計算書類の注記を含む）、

財産目録、前事業年度の年間役員名簿、前事業年度末日における社員のうち１

０人以上の者の名簿について監査した結果、正確かつ適正であることを確認い

たしましたのでここにご報告申し上げます。 

 

特定非営利活動法人日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会 

監 事  里 見   進 ㊞ 

監 事  髙 田  和 男 ㊞ 
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第３号議案 

役 員 選 任 の 件 

本通常総会終結の時をもって理事６６名及び監事２名の全員の任期が満了となりますの

で、役員の選任をお願いするものです。 

当法人の活動のいっそうの拡充を図るため、理事を４名増員して７０名（重任６１名及

び新任９名）及び監事２名（重任２名）とし、その候補者は次のとおりです。新任の候補

者には氏名の前に※を付しております。 

 

① 理事候補者 ７０名 （敬称略・役職別五十音順） 

 松本  晃 現理事長、カルビー株式会社代表取締役会長兼ＣＥＯ 

 北島 政樹 現副理事長、国際医療福祉大学 学長 

 行天 良雄 現副理事長、医事評論家 

 加藤 治文 現専務理事、新座志木中央総合病院 名誉院長 

      ・国際医療福祉大学大学院 教授 

 大竹 美喜 現常務理事、公益財団法人国際科学振興財団 会長 

 井田 義則 現常務理事、いすゞ自動車株式会社 特別相談役 

 青木 大輔 現理事、慶應義塾大学医学部 産婦人科学 教授 

 浅原 利正 現理事、広島大学 学長 

 跡見  裕 現理事、杏林大学 学長 

 有吉 純夫 現理事、エム・シー・ヘルスケア株式会社 代表取締役社長 

 岩中  督 現理事、東京大学大学院 医学系研究科 小児外科 教授 

 上原 治也 現理事、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 最高顧問 

 上本 伸二 現理事、京都大学医学研究科外科学講座（肝胆膵・移植外科分野）教授 

 内山  齊 現理事、株式会社読売新聞グループ 顧問 

 遠藤 久夫 現理事、学習院大学 経済学部 学部長 

 大木 隆生 現理事、東京慈恵会医科大学外科学講座 Chairman（統括責任者） 

  岡  正朗 現理事、山口大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科学 教授 
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 小川  彰 現理事、岩手医科大学 学長 

 小川  修 現理事、京都大学大学院医学研究科・医学部 器官外科学（泌尿器科学） 

    教授 

 兼松 隆之 現理事、地方独立行政法人 長崎市立病院機構 理事長 

    長崎大学 名誉教授 

 嘉山 孝正 現理事、国立大学法人 山形大学 学長特別補佐 教授 

 北川 雄光 現理事、慶應義塾大学医学部 外科学 教授 

 北野 正剛 現理事、大分大学 学長 

 清原 武彦 現理事、株式会社産業経済新聞社 取締役会長 

 黒川 良望 現理事、東北大学病院臨床試験推進センター 教授 

 呉屋 朝幸 現理事、杏林大学 医学部 呼吸器・甲状腺外科 教授 

 小栁  仁 現理事、東京女子医科大学 名誉教授 

  澤  芳樹 現理事、大阪大学大学院医学系研究科 外科学講座 心臓血管外科 主任教授 

 島田 光生 現理事、徳島大学大学院 消化器・移植外科 教授 

 島津 元秀 現理事、東京医科大学八王子医療センター 副院長 外科主任教授 

 炭山 嘉伸 現理事、学校法人 東邦大学 理事長 

 関原 健夫 現理事、日本対がん協会 常務理事 

 髙本 眞一 現理事、社会福祉法人 三井記念病院 院長 

 田尻  孝 現理事、日本医科大学 学長 

 田中  滋 現理事、慶應義塾大学大学院 経営管理研究科 教授 

 田中 雅夫 現理事、九州大学大学院医学研究院 臨床・腫瘍外科学 教授 

 土屋 了介 現理事、公益財団法人 がん研究会 理事 

 寺本  明 現理事、東京労災病院院長・社団法人日本脳神経外科学会 理事長 

 戸山 芳昭 現理事、慶應義塾 常任理事・慶應義塾大学医学部 整形外科 教授 

 中尾 昭公 現理事、名古屋セントラル病院 院長 

 中島 正治 現理事、東京海上日動火災保険会社 顧問 
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 中村  毅 現理事、戸田中央総合病院 理事長 

 中村 哲也 現理事、板橋中央総合病院 理事長 

 野田  良 現理事、コヴィディエンジャパン株式会社 代表取締役社長 

 万代 恭嗣 現理事、社会保険中央総合病院 院長 

 日色  保 現理事、ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 代表取締役社長 

 平田 公一 現理事、札幌医科大学 外科学第一講座 教授・大学附属病院長 

 古川 俊治 現理事、参議院議員・古川俊治事務所 代表 

 邉見 公雄 現理事、赤穂市民病院 名誉院長 

  堀   裕 現理事、堀総合法律事務所 代表 

 堀口  彰 現理事、小林製薬株式会社 医療機器事業統括本部 特別経営顧問 

 松井 宏夫 現理事、日本医学ジャーナリスト協会 幹事・松井宏夫オフィス 代表 

 松田  暉 現理事、兵庫医療大学 名誉学長 

 松本 謙一 現理事、サクラグローバルホールディング株式会社 代表取締役会長 

 松本 純夫 現理事、独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 病院長 

 門田 守人 現理事、公益財団法人 がん研究会有明病院 院長・日本医学会 副会長 

 山岸 久一 現理事、京都府庁内京都府地域医療支援センター 京都府特別参与 

 山口 俊晴 現理事、公益財団法人 がん研究会有明病院 副院長・消化器センター長 

 四津 良平 現理事、慶應義塾大学医学部 外科学（心臓血管）教授 

 若林  剛 現理事、岩手医科大学 外科学講座 教授 

  王  恵民 現理事、エドワーズライフサイエンス株式会社 代表取締役社長 

※ 梅村  聡 新理事、参議院議員 民主党厚生労働部門会議 副座長 

※ 荻野 博司 新理事、朝日新聞東京本社 企画事業本部 企画委員 

※ 菊地  眞 新理事、公益財団法人医療機器センター 理事長 

※ 櫻井  充 新理事、参議院議員民主党 政策調査会長代理 

    ・政策審議会長適切な医療費を考える民主党議員連盟会 顧問 
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※ 田口 晶弘 新理事、オリンパスメディカルシステムズ株式会社 代表取締役社長 

※ 中村 清吾 新理事、昭和大学医学部乳腺外科教授 昭和大学病院ブレストセンター長 

※ 前田 耕太郎 新理事、藤田保健衛生大学 消化器外科 教授 

※ 幕内 博康 新理事、東海大学医学部付属病院 本部長 

※ 宮﨑 耕治 新理事、佐賀大学医学部附属病院 病院長 

 

②監事候補者 ２名 （敬称略・現役職別五十音順） 

 里見  進 現監事、東北大学 総長 

 髙田 和男 現監事、日本テレビ放送網株式会社 報道局 解説委員 医療・科学担当 

 



報告事項（１）

特定非営利活動法人　　　　　　　　　　　　　　

日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会

１　事業実施の方針

　情報発信事業及びセミナー・講演会事業とも活動を強化、一般市民への普及啓発を図る。
　情報発信事業においては、当法人の活動として定着した下記２記載の６つの異なる手法
により、医療業界及び行政の関係者から一般市民に至るまで幅広い情報の発信を行う。
　セミナー・講演会事業では、医師を目指す市民を対象とした「きみが外科医になる日」
セミナー、主要学会における講演会、児童生徒を対象としたキッズセミナー等を継続開催、
多くの市民に参加の機会が得られるように注力する。

２　事業の実施に関する事項

特定非営利活動に係る事業

事業名 事　業　内　容
実　施
日　時

実　施
場　所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人　　　数

支出見
込み額
(千円)

ホームぺージによる情
報の発信

随時更新、
情報発信継続

当 法 人
事 務 所
(東京都)

2人
一 般 市 民
不 特 定 多 数

1,300 

ニュースレターによる
情報の発信

３か月毎刊行
（年４回）

当 法 人
事 務 所
(東京都)

7人
一 般 市 民
不 特 定 多 数

3,000 

パンフレット、チラシ
による情報の発信

常時実施
日　　本
全国各地

当法人会
員及び不
特定多数

一 般 市 民
不 特 定 多 数

700 

書籍「きみが外科医に
なる日」の頒布による
情報発信

通年実施 東京都 2人
一 般 市 民
不 特 定 多 数

200 

新聞・テレビ等メディ
アを通じた情報の発信

通年実施
東京都ほ
か全国の
主要地域

5人
一 般 市 民
不 特 定 多 数

600 

外科医療従事者の処遇
及び労働環境改善につ
ながる活動全般

通年実施
当法人事務
所／厚労省
他(東京都)

10人
外 科 医 及 び
医 療 関 係 者
不 特 定 多 数

1,400

25年11月
（予定）

長崎県内 約40人
外科医及び外
科医療従事者

6,000 

26年 2月
（予定）

愛知県内 約40人
外科医及び外
科医療従事者

8,000 

主要学会における講演
会の実施

年度内に
２回程度

学 会 の
開 催 地

約40人
医 療 関 係 者
・ 一 般 市 民
約 400 名

700 

約10人
一 般 市 民 と
そ の 子 ど も
約 200 名

50 

約10人
行政・立法関
係者、一般市
民計約 200名

50 

平　成　２５　年　度　　　事　業　計　画　書

平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで

 外科医療に
 関する情報
 の発信事業

 外科医療に
 関するセミ
 ナー・講演
 会事業
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年度内に
２回程度

キッズ・セミナーの開
催

主要都市
の病院

「きみが外科医になる
日」セミナー開催



報告事項（２）

特定非営利活動法人
日本から外科医がいなくなることを憂い行動する会

（単位：円）

Ⅰ　経常収益

１　受取会費

　　正会員受取入会金・会費 800,000

　　賛助会員受取入会金・会費 25,000,000 25,800,000

２　受取寄付金

　　受取寄付金 5,000,000 5,000,000

３　受取助成金等

　　受取助成金 0 0

４　事業収益

　　(1)外科医療に関する情報の発信事業収益 0

　　(2)外科医療に関するセミナー・講演会事業収益 0 0

５　その他収益

　　受取利息 2,000 2,000

経常収益計 30,802,000

Ⅱ　経常費用

１　事業費

　　(1)人件費

　　　給料手当 2,850,000

　　　法定福利費 340,000

　　　人件費計 3,190,000

　　(2)その他経費

　　　業務委託費 2,300,000

　　　諸謝金 3,100,000

　　　印刷製本代 2,000,000

　　　会議費 7,700,000

　　　旅費交通費 900,000

　　　通信運搬費 360,000

　　　消耗品費 300,000

　　　水道光熱費 50,000

　　　地代家賃 800,000

　　　賃借料 180,000

　　　減価償却費 280,000

　　　諸会費 30,000

　　　租税公課 1,000

　　　支払手数料 40,000

　　　開業費償却 720,000

　　　雑費 49,000

　　　その他経費計 18,810,000

　事業費計 22,000,000

科 目 金 額
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平 成 ２ ５ 年 度 　　活 動 予 算 書

平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで



２　管理費

　　(1)人件費

　　　給料手当 1,180,000

　　　法定福利費 240,000

　　　福利厚生費 80,000

　　　人件費計 1,500,000

　　(2)その他経費

　　　業務委託費 785,000

　　　諸謝金 440,000

　　　印刷製本代 115,000

　　　会議費 140,000

　　　旅費交通費 180,000

　　　通信運搬費 165,000

　　　消耗品費 140,000

　　　水道光熱費 45,000

　　　地代家賃 665,000

　　　賃借料 75,000

　　　減価償却費 195,000

　　　支払手数料 55,000

　　　雑費 50,000

　　　その他経費計 3,050,000

　管理費計 4,550,000

経常費用計 26,550,000

当期経常増減額 4,252,000

Ⅲ　経常外収益

経常外収益 0

Ⅳ　経常外費用

経常外費用計 0

　　税引前当期正味財産増減額 4,252,000

法人税、住民税及び事業税 70,000

前期繰越正味財産額 7,157,411

次期繰越正味財産額 11,339,411

※　当法人は、その他の事業を実施しておりません。
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